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ごあいさつ  

皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼

申し上げます。 

このたび、代表取締役社長に就任いたしました。

当社の企業理念である「なくてはならない器材・サー

ビスを創出し、世界の発展に貢献する」ことを目指し

て一層努力してまいります。 

皆さまには、引き続き当社事業へのご理解とご支援

を賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

環境経営について  

当社グループは、地球環境の保全を重要な課題と位置づけ、従業員一人ひとりが限りある

資源の保護、環境への負荷の低減に取り組んでおります。 

持続可能な循環型社会の実現に貢献していくには、継続的な環境改善が当社グループの責

務と捉え、業績向上と両立する環境経営を推進してまいります。 

          

        

 
企業理念 

私たち Futaba グループはなくてはならない器材・サービスを創出し世界の発展に
貢献します 

 

ビジョン７０ 
Futabaテクノロジーを核に、世界で躍進するリーディングカンパニーを目指します 

 

行動規範 
我々は、愚直なまでに本質を追究しお互いの喜びと感動を分かち合いながら 

自由で豊かな発想のできる企業風土を構築するため、以下を実践します 
 
１．スピードと意欲を持って挑戦します 

２．自らを高め、夢に向かって努力します 

３．真心と思いやりを持ち、人と人とのつながりを大切にします 

４．遵法精神と高い倫理観に基づき行動します 

５．自然を愛し、環境負荷の低減を通じて、地球の未来を守ります 

 

 

 

代表取締役社長 
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生産拠点と報告対象拠点  

                                   2016 年 3 月 31 日現在 

 生  産  拠  点 地 域  

 

製  品  報告 

対象 

双 葉 電 子 工 業 

株 式 会 社 

本社 千葉県 － ○ 

長生電子管工場 千葉県 電子部品 ○ 

長生精機技術センター 千葉県 生産器材 ○ 

長生精機工場 千葉県 生産器材 ○ 

長生電子機器工場 千葉県 電子機器 ○ 

長生電子部品技術センター 千葉県 電子部品 ○ 

長南精機工場 千葉県 生産器材 ○ 

明石精機工場 兵庫県 生産器材 ○ 

松戸精機工場 千葉県 生産器材  

国 内 生 産 

 関 係 会 社 

小川精機株式会社 大阪府 電子機器 ○ 

双葉精密株式会社 岩手県 生産器材  

サツキ機材株式会社 千葉県 生産器材  

双葉モバイルディスプレイ株式会社 茨城県 電子部品 ○ 

海 外 生 産  

関 係 会 社 

FUTABA Corporation of America アメリカ 電子部品  

FUTABA Corporation of The Philippines  フィリピン 電子部品 ○ 

台湾双葉電子股份有限公司 台湾 
電子部品 

○ 
電子機器 

富得巴精模（深圳）有限公司 中国 生産器材 ○ 

FUTABA JTW(Thailand) Ltd. タイ 生産器材 ○ 

FUTABA (Vietnam) Co.,Ltd. ベトナム 生産器材 ○ 

双葉電子部品（恵州）有限公司  中国 
電子部品 

○ 
電子機器 

双葉精密模具（中国）有限公司 中国 生産器材 ○ 

起信精機株式会社 韓国 生産器材 ○ 

起信メガテック株式会社 韓国 生産器材  

起信精密模具（天津）有限公司 中国 生産器材  

 

本報告書内では、以下のように記載します。 

① 国内サイト･･･双葉電子工業株式会社＋国内生産関係会社 

② 海外サイト･･･海外生産関係会社 

③ 連結サイトまたは当社グループ･･･双葉電子工業株式会社＋国内生産関係会社＋海外生産関係会社 
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記載内容は、2016年 3月 31日現在です。 

なお、詳細は当社ホームページ（http://www.futaba.co.jp）でご覧いただけます。 

                     

会社名   双葉電子工業株式会社 

設立    1948年（昭和 23年）2月 3日 

資本金   22,558 百万円 

年間売上高 連結 69,830百万円 

従業員数  連結  5,141人 

上場市場  東京証券取引所 市場第１部 

 

 

【連結の範囲に関する事項】 

連結子会社数  : 22社 

非連結子会社数 :  3社 

 

 

 

 

 

 

主な事業内容 

事業区分 主要製品 

電子部品事業 

蛍光表示管 

蛍光表示管モジュール 

有機 EL ディスプレイ 

タッチパネル 

電子機器事業 

ラジコン機器 

模型用エンジン 

ロボット用機能部品 

生産器材事業 

プレス金型用部品 

モールド金型用部品 

プレシジョンプレート 

省力機器 

ホットランナシステム 
設備用プレート 

 【売上高推移】（連結） 

【市場地域別売上高構成比】（連結）  【事業区分別売上高】（連結）  

【従業員数の推移】（連結）  

http://www.futaba.co.jp/
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電子部品事業  

●主要製品 

蛍光表示管 

蛍光表示管モジュール 

有機ＥＬディスプレイ 

タッチパネル 

 
 
電子機器事業  

●主要製品  

ホビー用ラジコン  

産業用ラジコン機器 

模型用エンジン 

ロボット用機能部品 

 
 
生産器材事業  

●主要製品 

プレス金型用部品 

モールド金型用部品 

プレシジョンプレート 

省力機器 

ホットランナシステム 

設備用プレート 

 

日刊工業新聞社 第 58回十大新製品賞受賞！ 

フィルム有機 ELディスプレイが、モノづくり賞を受賞 

日刊工業新聞社より、第 58回十大新製品賞のモノづくり賞を受賞させていただきました。 

受賞対象となった「フィルム有機ＥＬディスプレイ」は、樹脂フィルム上に有機ＥＬ素子を形成し

て曲面保持状態での表示を可能とした、有機ＥＬディスプレイの新規製品です。 

 受賞製品  

 薄く、軽く、デザイン性に優れた特徴を持つ、
フィルム有機ＥＬディスプレイ 

タッチパネル 有機ＥＬディスプレイ 

カー用プロポ（T3PV） 空用プロポ（T18MZ） 

フライスフリープレート ホットランナシステム 

http://www.futaba.co.jp/display/vfd/index
http://www.futaba.co.jp/display/module/
http://www.futaba.co.jp/display/oled/index
http://www.futaba.co.jp/display/5808/index
http://www.rc.futaba.co.jp/
http://www.futaba.co.jp/industry/
http://www.os-engines.co.jp/product/index.html
http://www.futaba.co.jp/robot/
http://www.futaba.co.jp/precision/press/
http://www.futaba.co.jp/precision/mold/
http://www.futaba.co.jp/precision/plate/index
http://www.futaba.co.jp/precision/equipment/index
http://www.futaba.co.jp/precision/hotrunner/index
http://www.futaba.co.jp/precision/equip_plate/index
http://www.futaba.co.jp/display/tp/
http://www.futaba.co.jp/display/oled/index
http://www.rc.futaba.co.jp/propo/ground.html
http://www.rc.futaba.co.jp/propo/index.html
http://www.futaba.co.jp/precision/plate/ffp/outline
http://www.futaba.co.jp/precision/hotrunner/index
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当社グループは、地球環境の保全と継続的な改善が当社の責務と捉え、環境報告書の継続的な社

外公表や、海外会社を含め、環境マネジメントシステムを推進すると共に、グローバルに展開する

ため、各種規制などへの迅速な対応体制を構築し、業績向上と両立する環境経営の実践を進めてい

ます。 
 

－ 環境方針 － 

基本理念                                
 

双葉電子工業株式会社は、自然の営みを尊重し、環境負荷の遺産を後世に残さないように、地球

環境の保全と継続的な改善に努め、人にやさしい工場環境の実現を目指し行動します。 

環境スローガン                             

『 本質を直視して環境付加価値製品化の推進を 』 

行動指針                                

■環境経営の推進 

1. 環境活動を企業の社会的責任の重要課題の一つとして認識して、経営方針と整合させた環境活

動を推進する。 

2. 法的要求事項の遵守はもとより、社会的期待を視野に入れた環境目標を設定し、目標達成によ

り経営価値の 創出を図る。 

3. 日常活動に関る環境負荷の低減、汚染の予防などに繋がる環境活動に積極的に取り組み環境経

営を継続的に改善する。 

4. 関係会社や海外工場にも環境活動の推進を強化し、グローバルな環境改善活動を実施する。 

5. 組織に関連する全ての人の環境意識を高め改善活動に取り組む。 

■環境調和型製品の開発推進と環境負荷低減 

1. 資源の有限性を認識し、製品設計から流通に至るまで資源の有効化、ムダ取り施策を推進し、

連結ゼロエミッションを達成する。 

2. ＣＯ２排出削減、温室効果ガス排出削減に積極的に取り組む。 

3. 顧客価値を創造し、環境付加価値対応製品の開発に取り組む。 

■利害関係者との連携と貢献 

1. 地域社会や利害関係者に対し、環境技術や製品を提供しながら環境活動を通じて社会に貢献す

る。 

2. 環境方針を公開するとともに必要に応じて環境活動を開示し、相互理解に取り組む。 

双葉電子工業株式会社 

代表取締役社長 
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INPUT                       OUTPUT 
 

エネルギー使用量 
1,656,180GJ 
(原油換算) 

水資源投入量 
 
 

電力  165,831 MWｈ 
 

天然ガス  1,014 千㎥ 
 

 

重油・軽油      23 ㎘ 
 
 

上水   1,27７千㎥ 

再生水       10 千㎥ 

化学物質投入量 
 
 

ＰＲＴＲ対象物質  45 t 
 

双葉電子工業株式会社 

小 川 精 機 株 式 会 社 

台湾双葉電子股份有限公司 

富得巴精模(深圳) 有限公司 

双葉電子部品(恵州) 有限公司 

双葉精密模具(中国) 有限公司 

FUTABA Corporation of The 
Philippines 
 

FUTABA (Vietnam) Co.,Ltd. 

FUTABA JTW (Thailand) Ltd. 

起信精機株式会社  

LPG          75ｔ 
 

 
 
 

大気への排出 
 
 

双葉ﾓﾊﾞｲﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ株式会社 

水域への排出 
 
 

廃棄物処理量 
      2,752 t 
 

PRTR 物質排出量 
 
 

CO２     94,667 t 

排水量    1,239 千㎥ 

BOD      5.1 t 

廃棄処分量   701ｔ 

廃棄処分量  0.65 t 

再資源化量 2,051 t 

大気放出量 0.62 t 

Futaba グループ 

製品群 
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環境マネジメントシステムの活動は、ＰＤＣＡのサイクルを回しながら、環境経営の一環と捉え、

海外関係会社についても、環境マネジメントシステムの活動推進支援を行い、グローバルな環境活

動を実践しています。 

推進体制 

 
 
環境教育 
環境意識の向上を図り、具体的行動に結びつ

けるために、年間計画を策定し、社員の能力向

上を図っています。 

2015年度は、延べ人数 3,746人、延べ時間

2,574時間の環境教育を実施しました。 

 

 

 
 

名称 内容 

新入社員教育 環境マネジメントシステムの概要 

一般教育 環境マネジメントシステム及び環境に関する教育 

特定業務要員教育 著しい環境影響を与えうる作業に関する教育 

内部環境監査員教育 
主任監査員養成研修 

内部環境監査員養成研修 

部門推進委員教育 各サイトで環境マネジメントシステムを推進する委員の教育 

新入社員教育（2015 年４月） 



環境マネジメントシステムの状況 
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緊急事態訓練 

緊急事態（地震、火災、爆発、流出などによる著しい環境影響）や事故等によって発生する状況

を特定し、その対応手順や緊急備品を準備し、可能な場合は、模擬訓練をすることで緊急事態や事

故が発生しても環境影響を最小限にするための体制を整えています。 
 
  

 

 
 
環境会議 

当社では、マネジメントレビュ

ーの一環として、環境目標と活動

結果を定期的に収集し、環境活動

の実績把握と推進支援活動を実施

するため、環境会議(2回/年)を行

っています。 

 
 
 
環境監査 

環境マネジメントシステムへの適合性を確認するために、年１回の内部環境監査と認証機関審査

による定期審査を受審しています。 

 

不適合に関しましては、全て速やかに対応しました。 

 

軽微な不適合に関しましては、全て速やかに対応しました。 

 

監査の名称 受審サイト 不適合 改善の提案 

内部環境監査 国内 1 18 

海外 13 2 

監査の名称 受審サイト 軽微な不適合 改善の余地 

認証機関審査 国内 4 8 

海外 9 21 

新入社員教育（2015年４月） 

土嚢でせき止め 薬品をポンプでくみ出し 流出防止対応 

薬品流出事故の緊急対応訓練（長生工場） 

2015 年 5 月環境会議 2015 年 11 月環境会議 

国内サイトの認証機関審査状況 
（双葉モバイルディスプレイ） 



環境に配慮した新技術、研究開発の状況 
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当社グループは、企業哲学である「本質之直視」を研究開発活動に展開し、物事を原理まで突き

詰めることを常に意識しながら、各事業部門および国内外の子会社が一体となり研究開発を推進し

ています。 

 

環境付加価値製品化 

当社では、環境への影響に配慮した有機 EL用塗布型乾燥剤を開発しました。塗布型乾燥剤は製造

過程でのエネルギー使用量削減や廃棄物削減を実現した製品です。また、製品製造からお客様の製

品使用、廃棄まで、ライフサイクル全体における環境に配慮した製品です。 

 

有機 ELデバイス用塗布型乾燥剤 OleDry-P2（オーレドライピーツー）開発 

当社は、有機 ELディスプレイや有機 EL照明などのパッシブ型有機 ELデバイスの開発・販売を

しております。 

パッシブ型有機 ELデバイスは、ガラス基板上に有機 EL層を形成し、これをガラスや金属から成

る封止板により封止する構造となっています。有機 EL層は外部から侵入する水分の影響により非発

光部が発生するなど、極端に水分を嫌うため、対策として乾燥剤が使用されています。 

乾燥剤には当社の塗布型乾燥剤（OleDry-S）やシート型乾燥剤が使用されています。 

パッシブ型有機 ELデバイスの用途として、スマートバンドに代表されるウェアラブル市場が急速

に成長しており、このウェアラブル製品の薄型化に対する要求が強くなっています。シート型乾燥

剤の厚さは 0.12mm～0.30mmであるのに対し、当社の塗布型乾燥剤は 0.1mm以下の薄膜形成が

可能であることから、有機ＥＬデバイスの薄型化が有利である一方、乾燥剤の更なる薄膜形成に対

応するため、塗布型乾燥剤の捕水能力の向上に取り組み、OleDry-P2(オーレドライピーツー)を開

発しました。 

 

OleDry-P2の特徴 

 捕水成分に酸化物粉末を使用した高捕水性能の塗布型乾燥剤です。 

 従来の「OleDry-S」に比べ 1.5 倍以上の高い捕水能力を有するため、パッシブ型有機 EL デバ

イスの長寿命化を可能にします。 

 シート型乾燥剤の厚さは 0.12mm～0.30mmであるのに対し、塗布型乾燥剤は 0.1mm以下の

薄膜形成することで、パッシブ型有機ＥＬデバイスの薄型化が可能になります。 

 溶剤成分を含まないため、加熱乾燥工程を必要としません。 

 有機ＥＬデバイス以外にもＭＥＭＳや太陽電池など、水分を嫌う電子デバイスに広く使用する

ことが可能です。 



生物多様性の保全 
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自然豊かな環境に囲まれた長生工場 

長生工場は、約 330,000 ㎡の敷地の中に調整池を保有しており、そこには約 9,500 ㎡の湿地帯

があります。 

この湿地帯には、環境省が作成した絶滅のおそれのある野生生物のリストに登録されている絶滅

危惧植物が確認されています。調整池では、越冬のために北から渡ってきたオオバンやカモが冬を

調整池で過ごし、長生工場は自然豊かな環境に囲まれています。 

当社では生態系保全活動として絶滅危惧植物の保護や工場敷地内の緑化管理に努めています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
当社のホームページで自然の様子を動画でお届けしています。 

http://www.futaba.co.jp/futabatv 

食虫植物 コモウセンゴケ 

食虫植物 ナガバノイシモチソウ 
(絶滅危惧植物) 

ゴマクサ 
（絶滅危惧植物）  

ミカワシンジュガヤ 
（絶滅危惧植物）  

ホソバリンドウ 
（絶滅危惧植物） 

地上での生活も多いカモたち 

冬に見られるオオバン 

http://www.futaba.co.jp/futabatv


社会貢献活動の状況 
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地域の社会貢献活動 

事業所周辺の自主的清掃活動の実施、環境再生基金への協力、地域の社会貢献活動に取り組んで

います。 

 
清掃活動 

当社では営業所を含む全事業所において、周辺

地域の自主的清掃活動を年 2 回実施しています。 

2015 年度は、延べ 399 名が参加し、事業所周

辺を清掃しました。 

 

 

 
 
 

 
「ちば環境再生基金」への募金活動 
当社では社員に協力いただき,「ちば環

境再生基金」への募金活動を実施してい

ます。 

当社の活動が千葉県の自然環境保全と

再生に貢献したとして、2015 年 12 月に

千葉県環境財団より感謝状をいただきま

した。 

 

地域防火活動 

双葉電子工業（株）特設消防隊は、5 台の消防車

を配備し、4４名の消防隊員で活動しています。社

内だけでなく近隣の火災などにも出動し、長生郡市

広域市町村圏組合消防本部と連携をとりながら、地

域貢献の一環として地域防火活動の一翼を担って

います。2015 年度は１６回の出動を数えました。 

 

さくら散策 

長生工場では、毎年｢長生工場さくら散策｣を実

施しています。社員だけではなく一般にも開放し

ており、子会社が育てた水耕栽培の野菜販売や消

防車の乗車体験などのイベ

ントも行われ、ご来場いただ

いた皆様方には大変好評で

した。 

 
 
  

実施年月 参加人数 回収重量 

2015 年 5 月 194 名 136kg 

2015 年 11 月 205 名 208kg 



社会貢献活動の状況 

 

 
13 

 

                               

地域の社会貢献活動 
 
「もばら阿波おどり」参加 
毎年７月に行われる「茂原七夕まつり」は、

多くの観光客が訪れる夏の一大行事です。 

色とりどりの華やかな七夕

飾りの中、毎年恒例の「も

ばら阿波おどり」が行われ、

当社は茂原市民の一員とし

て参加しました。 

 
 
 
茂原ロータリークラブ主催「出前教室」 

茂原ロータリークラブ主催の出前教室は、茂原市内

の中学生を対象に各企業の職業に触れてもらう体験教

室です。 

当社では、ラジコンカーの操縦や、製品の開発がど

のように行われているか、などの話を交えながら、実

際の製品を見て触れてもらいました。 

 

 

 

災害備蓄品をフードバンクへ寄贈 

当社では、大規模災害などの万一の事態に備え、防災用品や食料

など備蓄を行っています。 

当社が防災用に備蓄している食料と飲料水をフードバンク活動

を実施している「フードバンクちば」に寄贈いたしました。 

缶入りパンは茂原市社会福祉協議会へ、飲料水は福島県相馬市の

保育園へ提供され、感謝状とお礼のお手紙をいただきました。 

 

 

「農園工房ふたば」新鮮野菜と果物の生産と販売 

フタバビジネスシステム(株)では、農業ビジネス

の取り組みを実施しています。 

主な農産物としてバナナやマンゴーなどのおいし

い国産の熱帯果物や無農薬で安心・安全な新鮮水耕

栽培野菜の生産を行っています。 

毎日採れたての新鮮果物や新鮮野菜を「農園工房

ふたば」で販売しています。 

フタバビジネスシステム(株)のホームページ 

http://www.futaba.co.jp/fbs/index.html 

http://www.futaba.co.jp/fbs/index.html


温室効果ガスの排出量及びその低減対策 
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温室効果ガス排出量の推移 

地球温暖化の主要因とされる温室効果ガス排出削減に取り組んでいます。 

当社グループの CO2排出要因としては、電力使用・燃料（ガス・石油）使用があり、電力使用が

要因の大半を占めています。節電をはじめ、高効率機器や LED照明の導入等により、省エネ活動を

推進した結果、電力使用量は 2014年度より 8.5%削減しました。 

2015年度の国内サイトにおける CO2総排出量は 2015年度より 14.9％削減しました。連結サイ

トの CO2排出量は 2014年度より 13.7%削減しました。 

     国内・総排出量の推移               連結・総排出量の推移 

 

 
省エネ事例 

当社では、高効率機器や LED照明の導入等により、省エネ活動を推進しています。 

2015年度の高効率機器の導入として、冷水熱源設備を設置し、9月より稼働しています。この結

果、2014年度下期と比較して、対象工場の電力使用量が 20%以上削減することができました。 

また、ターボ冷凍機を空冷チラーに変更した結果、2014年度下期と比較して、対象工場の水使用

量が 60％以上削減できました。 

 
 
 
 
 
 

t-CO2 t-CO2 

年度 年度 年度 



温室効果ガスの排出量及びその低減対策 
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再生可能エネルギーの導入推進 

太陽の光で電気を作る太陽光発電は、発電時に二酸化炭素を排出することがなく、騒音も無い、

環境にやさしいクリーンなエネルギーとして、注目されている発電方法です。 

当社は、この永続的なクリーンエネルギーを生み出す太陽光発電事業者様に、社有地を提供させ

ていただき、環境保全と自然共生社会構築への取り組みに参加しています。 
 

匝瑳太陽光発電所 1,500kW  

長生工場駐車場 
カーポート型太陽光発電所 1,700kW   

大網白里太陽光発電所 200kW 3,600㎡ 

 

長南太陽光発電所 1,000kW  大網白里太陽光発電所 200kW  

 

本社 

長生太陽光発電所 1,000kW   



廃棄物の排出量 
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連結サイトの排出実績と処分の状況 

当社では、グループ全体で、ゼロエミッションを達成するべく、再資源化 99%以上をゼロエミッ

ションと定義して、工場から排出される全てのものに対して再資源化に取り組んでおり、廃棄物の

排出抑制と処分費用の低減に努めています。 

            工場廃棄物に対する再資源化と廃棄処理の割合 

 

連結サイトの総排出量の推移と廃棄物処理量占有率 

 廃棄物の排出量削減と再生資源化に力を入れ、資源の有効化に取り組んでいます。 

2015年度の当社連結サイトの総排出量は 13,574ｔでした。2014年度と比較して８%以上削減

できました。 

廃棄処分やリサイクル処理のための廃棄物処理は

2,751tであり、2014年度と比較して約 6%削減で

きました。                           

                                                                                      

          総排出量の推移 

廃棄物処理量占有率 



化学物質の管理状況 
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PRTR法対象化学物質取扱量 

当社では PRTR法の対象となる化学物

質について、取扱量、排出量、移動量を

継続的に把握・管理しています。2015

年度、第一種指定化学物質の取扱量は

45tでした。 

また、法令に基づき、３物質（鉛化合

物、ホウ素化合物、塩化第二鉄）の届け

出を行っています。 

2015 年度、国内設備を海外工場に移

設したため、PRTR 法の対象となる化学

物質の使用量が大幅に削減しています。 

 

 

 

フロンガスの管理 

フロンガス使用機器は、フロンガスを大気放出させ

ないように管理するとともに、廃棄時には適切な回収

と処理を継続しています。 

2015年度、フロン類使用機器21台を廃止し、595kg

のフロンガスを破壊処理しました。 

 

 

PCB廃棄物の処理 

PCB廃棄物は「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」により、2027

年 3月までに適正に処理を行うことが義務付けられています。 

当社は該当する PCB含有機器について順次停止し、廃棄物処理法に定める「特別管理産業廃棄物

保管基準」に従い、専用の保管場所において適正に管理しています。 

高濃度 PCB 含有機器の高圧コンデンサについて早期処理申請を

行っていたため、2015 年度には保管中であった高濃度 PCB 含有

機器及び低濃度 PCB含有機器を処理することができました。 

 

2015 年度 PCB 含有廃棄物の処理状況 

 

フロンガス 台数 量(kg) 

R22 14 33.5 

R134a 4 91.4 

R407C 1    0.3 

R11 2  470.0 

濃度 廃棄物の種類 数量 量(kg) 

高濃度 高圧コンデンサ 24  4,191 

 保管容器  4   329 

低濃度 高圧トランス 30 26,307 

 高圧コンデンサ  6    456 

 蓄電池  1     17 

 ウェス・保護具  9    207 

 その他汚染物  1    129 

PRTR 法第一種対象物質取扱量の推移 
 



環境会計 
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環境保全への取組みを、効率的かつ効果的に推進しながら、事業活動での環境保全コストとその

活動結果により得られた効果算出を継続的に実施しています。 
 
環境投資額と費用額 

                                

金額単位：百万円 

 

                               

経済効果   

金額単位：百万円 

 分類 主な取り組みの内容 投資額 費用額 

(1) 事業エリア内コスト  72.2 197.6 

内 
訳 

・公害防止コスト 大気・水質・土壌汚染防止など 3.0 116.9 

・地球環境保全コスト 温暖化防止、省エネルギーなど 69.2  60.3 

・資源循環コスト 資源の効率的利用、廃棄物の削減など 0 20.4 

(2) 上・下流コスト 
グリーン調達の取り組み、製品の回収、リ
サイクルなど 

- 1.0 

(3) 管理活動コスト 
環境教育、環境マネジメントシステムの整
備・運用など - 7.4 

(4) 研究開発コスト 環境負荷低減の研究など - 2.2 

(5) 社会活動コスト 環境団体への支援など - 0 

(6) 環境損傷コスト 土壌の修復費用など - 25.0 

(7) その他のコスト  - - 

合計 72.2 233.2 

項目 主な効果内容 効果金額 

水道光熱費削減額 省エネ活動による水道光熱費削減額 (前年度比較) 351.6 

廃棄物処理費削減額 排出量低減による処理費用削減額 (前年度比較) 21.1 

有価物売却益 廃棄物処理から有価物処理へ移行したことによる利益 159.8 

上水使用料の削減額 排水再生処理後の循環利用による上水使用料の削減額 3.3 

合計 535.8 



用語集 
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この報告書で使用している主な用語をまとめました。 

 
環境用語集 

■BOD（Biochemical Oxygen Demand：生物化学的酸素要求量） 

最も一般的な水質汚濁を測る指標のひとつであり、水中の有機物が微生物の働きによって分解さ

れときに消費される酸素量のこと。 

■ゼロエミッション 

生産活動から出る廃棄物のうち、埋め立て等最終処分する量をゼロにすること。 

■PRTR法(Pollutant Release and Transfer Register：特定化学物質の環境への排出量の把握等及

び管理の改善の促進に関する法律) 

有害性な化学物質の環境への排出量を把握することにより、事業者の自主的な化学物質管理の改

善を促進し、環境保全上の支障が生ずることを未然に防止することを目的に制定。 

■第一種指定化学物質（PRTR制度） 

PRTR 制度に基づき、排出量等の届出を行う際、対象となる化学物質のことであり、462 物質が

指定されている。 

■ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 

PCB廃棄物を持つ事業者に適正処分などを義務付けた法律。 

■PCB（ポリ塩化ビフェニル） 

ポリ塩化ビフェニル化合物の総称であり、国内では、主に電気機器の絶縁油などに使われてきた

が、毒性が極めて強いことから現在は PCB の製造・輸入は禁止され、事業者の保管する PCB の

廃棄処理が決められている。 

 
 
 
製品関連用語集 

■ウェアラブル製品 

腕時計型やメガネ型など直接身に着けて利用するコンピュータ製品。必要なときに取り出して使

うスマートフォンなどの製品と異なり、常時電源 ONの状態で身に着けているもの。 

当社では、フィルムタイプの有機ＥＬディスプレイを腕時計型のウェアラブル製品向けとして生

産。 

心拍数、歩行数、歩行距離など健康管理用として利用されている。 



 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

双葉電子工業株式会社 
 

本社：〒297-8588  千葉県茂原市大芝 629 

発行：2016年 7月 

 

お問い合わせ先 

業務管理本部  CSR推進部  リスク管理課 

〒299-4395  千葉県長生郡長生村薮塚 1080 
 

お問い合わせは当社ホームページよりお願いします。 

URL: http://www.futaba.co.jp/inquiry/ 

http://www.futaba.co.jp/inquiry/

